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令和４年２月１日

市議会
だより

さ
く
ら
が
わ

さ
く
ら
が
わ

当市ホームページの
市議会情報ページへ
アクセスできます。

高久地区の鷲
わし

宿
じゅく

に鎮座する高久神社は、元は鷲宮といい、承
しょう

平
へい

2年（932年）、平
たいらの

貞
さだ

盛
もり

による創建と伝えます。本殿（市指定文化財）は、江戸後期から明治初期の再建で、高久、
白井、桜井、真壁の大工や彫

ほり

物
もの

師
し

が名を連ねています。数多くの動植物や、各部材で
異なる地

じ

紋
もん

など、細部に至る丁寧な彫刻が見事です。また、土台の大きな亀
かめ

腹
ばら

石
いし

は、
石工技術の歴史を考える上でも貴重です。
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一
般議案に

　

　
対する議 案 審 議

　令和３年第４回定例会は12月7日　令和３年第４回定例会は12月7日
から10日まで開催され、多岐にわたから10日まで開催され、多岐にわた
り審議が行われました。その中から、り審議が行われました。その中から、
主な質疑を掲載します。主な質疑を掲載します。

教
育
委
員
の
任
命

問　
教
育
委
員
の
選
考
の
ル
ー

ル
に
つ
い
て
伺
う
。

　
一
つ
は
、
教
育
関
係
者
だ
け

で
な
く
、
民
間
人
を
1
人
は
い

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
こ

と
で
、
そ
れ
が
今
ま
で
は
大
和

地
区
の
方
だ
っ
た
が
、
今
回
、

真
壁
地
区
か
ら
選
ば
れ
た
。
今

後
も
順
番
に
な
る
の
か
。

　
二
つ
は
、
今
、
女
性
の
活
躍

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
今
で

は
、
義
務
教
育
関
係
で
は
、
教

員
の
半
数
は
女
性
で
あ
る
。
教

育
委
員
も
半
数
は
女
性
を
選
ぶ

時
代
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る

が
、
ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ

て
い
る
の
か
伺
う
。

答　
「
委
員
の
人
数
は
4
人
、

再
任
も
で
き
る
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
は
、
岩
瀬
地
区
1
，

大
和
地
区
1
，
真
壁
地
区
2
と

な
っ
て
い
ま
す
。
次
に
、「
委
員

の
う
ち
保
護
者
が
含
ま
れ
る
よ

う
に
」
と
な
っ
て
お
り
、
1
～

2
名
が
妥
当
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
枠
を
含
め
て
、
委
員
の
半

数
で
あ
る
「
2
名
が
女
性
」
で

あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

ま
す
。

筑
波
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
　

基
本
構
想
策
定
業
務
　

問　
今
回
、
基
本
構
想
を
専
門

業
者
に
委
託
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
市
と
し
て
、
こ
の
キ
ャ
ン

プ
場
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
、

委
託
す
る
の
か
。
も
っ
と
キ
ャ

ン
プ
場
と
し
て
充
実
し
た
い
と

か
、
別
の
も
の
に
利
用
し
た
い

と
か
、
委
託
す
る
の
に
、
ど
の

よ
う
な
条
件
を
付
け
て
い
る
の

か
。

　

ま
た
、
委
託
す
る
業
者
は
、

ど
の
よ
う
な
実
績
が
あ
る
の
か

伺
う
。

答　
滞
在
型
観
光
の
推
進
を
図

る
た
め
、
モ
ン
ベ
ル
グ
ル
ー
プ

の
（
株
）
ネ
イ
チ
ュ
ア
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
に
基
本
構
想
策
定
業

務
の
委
託
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
社
は
、
地
域
活
性
化
事

業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
、
野

外
活
動
施
設
運
営
等
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

筑
波
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
は
、

筑
波
山
中
腹
に
位
置
し
、
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。キ
ャ

ン
プ
場
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
魅
力
あ
る
観
光
資
源
と
し

て
、
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

訴
え
の
提
起

問　

議
案
第
88
号
は
、「
市
営

住
宅
の
明
け
渡
し
」
の
訴
え
で

あ
る
。
１
点
目
は
、
い
つ
入
居

し
て
、
い
く
ら
の
滞
納
家
賃
が

あ
る
の
か
伺
う
。
２
点
目
は
、

コ
ロ
ナ
禍
も
収
束
し
て
お
ら
ず
、

収
入
も
不
安
定
な
中
で
、
明
け

渡
し
を
迫
る
に
至
っ
た
理
由
を

伺
う
。

答　

平
成
24
年
１
月
に
入
居
し

て
お
り
、
滞
納
額
は
、
71
万
３

６
０
０
円
に
な
り
ま
す
。
２
点

目
の
経
緯
で
す
が
、
市
で
は
、

「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
収
入
が
減
っ

た
場
合
、
減
免
措
置
が
あ
る
の

で
、
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
通
知
し
た
の
で
す
が
、
相
談

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
過
去

に
何
度
も
、
督
促
や
納
付
相
談

を
お
こ
な
っ
て
き
た
の
で
す
が
、

昨
年
11
月
以
降
は
納
付
さ
れ

ず
、
今
年
６
月
を
最
後
に
全
く

応
答
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
令

和
３
年
10
月
に
通
知
書
を
発
送

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
連
絡
が

な
い
の
で
、
民
事
訴
訟
を
起
こ

す
以
外
に
な
い
と
の
結
論
に
至

り
ま
し
た
。

筑波高原キャンプ場
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第４回定例会（12月7日〜12月10日）審議された議案と結果
条例の改正
押印の見直しに伴う関係条例の整備に関す
る条例 可決

国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決

人事
選挙管理委員会委員及び補充員の選挙 決定
教育委員会委員の任命 同意
監査委員の選任 同意
公平委員会委員の選任 同意
その他
債権の放棄 可決
訴えの提起 可決
市道路線の廃止 可決
市道路線の認定 可決

専決処分
令和３年度一般会計補正予算（第6号） 承認
補正予算
令和３年度一般会計補正予算（第7号） 可決
その他
常任委員会委員の選任 決定

補正予算
令和３年度一般会計補正予算（第9号） 可決
令和３年度介護保険特別会計補正予算（第
2号） 可決

補正予算
令和３年度一般会計補正予算（第8号） 可決

学校給食試食会を実施

　11月29日、12月1日、2日、3日の
4日間、桜川市学校給食センターにお
いて、議員による学校給食の試食会
を行いました。

12月2日の給食(ソフト麺)

アプリのダウンロードは
こちらから

桜川防災アプリで

市議会の音声を聴取しよう！

防災アプリでは【ウェブラジオ】から配信されます。

設定手順は「桜川防災アプリ」で検索

第２回臨時会（11月2日)

第３回臨時会（11月24日)

　年４回（３・６・９・12月）の定例会や臨時会の
議会音声は、桜川防災アプリで配信されます。
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8人の議員が一般質問を行いました

菊池伸浩 議員

商
業
施
設
開
発
デ

ペ
ロ
ッ
パ
ー
の
サ

ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
が
撤
退
し

た
。
問
題
は
「
開
発
許
可

の
権
利
」
を
、
サ
ン
ヨ
ー

ホ
ー
ム
が
持
っ
た
ま
ま
だ

と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の

後
継
業
者
は
決
ま
っ
た
の

か
。
ま
た
、
開
発
許
可
の

権
利
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

総
合
戦
略
部
長

11
月
30
日
に
「
合

意
解
消
す
る
旨
」
を
双
方

で
確
認
し
、
書
面
で
取
り

交
わ
し
、
開
発
合
意
が
解

消
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
同

日
に
、
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム

か
ら
開
発
許
可
の
「
廃
止

届
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
新
た
な
開
発
業

者
の
誘
致
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

に
の
み
や
工
務
店

を
中
心
と
し
た

「
さ
く
ら
土
地
開
発
合
同

会
社
」
の
事
業
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

総
合
戦
略
部
長　

宅
地
開
発
事
業
の

特
例
協
議
が
令
和
3
年

10
月
に
成
立
し
、
こ
れ
を

も
っ
て
開
発
許
可
が
あ
っ

た
と
み
な
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
今
後
は
、「
さ
く

ら
土
地
開
発
合
同
会
社
」

と
代
行
契
約
を
交
わ
し
、

造
成
に
着
手
し
て
い
き
ま

す
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
地

所
の
計
画
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

総
合
戦
略
部
長　

関
係
機
関
と
、
開

発
許
認
可
に
係
る
協
議
を

進
め
て
い
る
状
況
で
す
。

桜
川
・
筑
西
IC
周

辺
開
発
事
業
に
投

入
し
た
金
額
を
伺
う
。
市

長
選
挙
で
は
、「
総
額
35

億
円
」
と
の
数
字
の
チ
ラ

シ
と
、「
9
・
6
億
円
」

の
チ
ラ
シ
が
で
た
。
市
民

か
ら
は
、
ど
ち
ら
が
正
し

い
の
か
と
の
声
が
あ
っ
た
。

こ
の
機
会
に
説
明
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

総
合
戦
略
部
長　

7
年
間
の
決
算
総

額
は
24
・
7
億
円
で
す
。

財
源
の
内
訳
は
、
合
併
特

例
債
が
20
・
1
億
円
、
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

が
0
・
9
億
円
。
一
般
財

源
が
3
・
6
億
円
で
す
。

合
併
特
例
債
は
70
％
が
交

付
税
措
置
さ
れ
る
た
め
、

そ
の
差
額
6
・
0
億
円
と

一
般
財
源
の
合
計
で
、

9
・
6
億
円
が
実
質
負
担

と
な
り
ま
す
。

　
（
大
雑
把
に
、
億
円
単

位
で
表
記
し
ま
し
た
）

桜
川
・
筑
西
IC
周
辺

開
発
事
業
の
進
捗
状
況

飯島洋省 議員

産
婦
人
科
開
設
誘

致
の
可
能
性
も
含

め
て
、
市
内
で
安
心
し
て

子
供
を
産
め
る
環
境
整
備

へ
の
考
え
に
つ
い
て
、
市

の
姿
勢
、
見
解
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長

産
科
な
ど
周
産
期

医
療
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

桜
川
市
に
限
ら
ず
、
非
常

に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
の
が
実
情
で
す
。

　

さ
く
ら
が
わ
地
域
医
療

セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
当
た

っ
て
、
産
科
設
置
の
可
能

性
を
検
討
し
ま
し
た
が
、

産
科
医
、
小
児
科
医
の
確

保
が
困
難
な
こ
と
、
年
間

出
生
数
に
対
す
る
桜
川
市

及
び
筑
西
市
の
地
域
に
お

け
る
産
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

開
設
状
況
等
を
勘
案
し
、

新
病
院
で
の
産
科
標
榜
を

見
送
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
出
産
を
希
望
す

る
方
が
適
切
な
妊
娠
経
過

や
出
産
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
、
健
康
推
進
課
の
保
健

師
や
助
産
師
、
筑
西
保
健

所
管
内
の
産
院
、
筑
波
大

や
自
治
医
大
と
支
援
体
制

を
構
築
し
、
妊
産
婦
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
電
子
母
子
手
帳
ア
プ
リ

「
さ
く
ら
っ
こ
」
で
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
相
談
や
情
報
発

信
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
出
産
、
育
児
不
安
に

も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
特
定
不
妊
治

療
へ
助
成
額
や
回
数
、
男

性
不
妊
の
対
象
の
拡
大
や
、

妊
婦
健
診
の
費
用
助
成
、

新
生
児
へ
の
聴
覚
検
査
や

生
後
１
か
月
健
診
の
助
成

の
拡
充
、
昨
年
度
か
ら
妊

娠
後
期
に
お
け
る
子
育
て

用
品
の
支
給
や
出
産
祝
金

の
支
援
等
、
安
心
し
て
出

産
が
で
き
る
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。

た
め
池
の
整
備

防
災
重
点
た
め
池

長
寿
命
化
計
画
に

お
い
て
、
今
の
た
め
池
の

中
で
廃
止
す
る
選
択
肢
も

あ
る
か
考
え
を
伺
う
。

経
済
部
長　
農
村

地
域
防
災
減
災
事

業
に
お
け
る
た
め
池
防
災

環
境
整
備
事
業
の
一
環
と

し
て
、
農
業
用
途
が
少
な

く
、
地
元
行
政
区
及
び
水

利
組
合
等
の
水
利
権
者
、

関
係
機
関
等
の
承
諾
等
が

得
ら
れ
た
た
め
池
に
つ
い

て
は
、
廃
止
と
し
て
防
災

工
事
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
加
波
山
市
場
の
課
題
と
今

後
の
取
組
に
つ
い
て

・
３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

取
組
方
針
に
つ
い
て

・
環
境
保
全
対
策
会
議
と
対

策
室
の
取
組
に
つ
い
て

・
た
め
池
を
活
用
し
た
水
上

型
太
陽
光
発
電
の
取
組

子
育
て
し
や
す
い

�

桜
川
市
を
つ
く
る
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厚
生
労
働
省
は
、

積
極
的
な
勧
奨
を

差
し
控
え
ら
れ
た
間
に
機

会
を
逃
し
た
女
性
が
無
料

で
接
種
で
き
る
方
針
だ
と

マ
ス
コ
ミ
報
道
が
あ
っ
た

が
市
の
対
応
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長 

定
期
接
種
に
よ
る

有
効
性
が
副
反
応
の
リ

ス
ク
を
明
ら
か
に
上
回
り
、

厚
生
労
働
省
の
令
和
３
年

11
月
26
日
の
通
知
を
も
っ

て
接
種
勧
奨
差
し
控
え
は

廃
止
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
を
受
け
桜
川
市
は
、

対
象
者
ま
た
は
保
護
者
に

対
し
、
こ
れ
か
ら
予
診
票

の
個
別
送
付
な
ど
接
種
勧

奨
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
接
種
状
況
に
つ
い
て

市村　香 議員

武井久司 議員

日
本
の
ワ
ク
チ
ン

使
用
は
２
価
と
４

価
の
２
種
類
で
、
他
に
９

価
ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
、
男

性
に
も
効
果
が
あ
る
と
聞

い
て
い
る
が
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

肛
門
が
ん
、
中
咽

頭
が
ん
、
尖
圭
コ
ン
ジ

ロ
ー
マ
の
発
症
予
防
に
効

果
が
あ
り
ま
す
。
男
性
が

接
種
す
る
こ
と
で
、
パ
ー

ト
ナ
ー
へ
の
感
染
の
確
率

を
低
く
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

谷
貝
・
紫
尾
分
館

解
体
工
事

施
設
の
老
朽
化
と

利
活
用
の
減
少
で

解
体
さ
れ
る
が
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

教
育
部
長　
撤
去

等
、
３
か
月
を
見

込
み
、
今
年
度
中
の
完
了

を
目
指
し
ま
す
。

地
区
で
新
た
に
集

会
所
等
を
建
設
す

る
場
合
の
、
補
助
金
の
申

請
な
ど
助
成
体
制
を
、
積

極
的
に
働
き
か
け
を
お
願

い
す
る
。
又
、
整
地
後
に

返
還
さ
れ
る
跡
地
は
、
一

番
奥
の
土
地
は
進
入
路
が

必
要
に
な
る
と
思
う
が
対

応
を
伺
う
。

教
育
部
長　
道
路

の
復
元
に
つ
い
て

は
、
今
後
地
権
者
と
協
議

の
上
、
通
行
に
支
障
が
な

い
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

当
初
の
解
体
金
額

は
谷
貝
と
紫
尾
に

か
か
る
費
用
が
一
億
と
高

く
工
事
費
の
削
減
に
つ
い

て
伺
う
。教

育
部
長　
調
整

後
の
積
算
金
額
で

実
施
し
ま
す
の
で
、
工
事

費
用
を
減
額
で
き
る
見
込

み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
予
防
接
種
後
の
相
談
窓
口

・
健
康
被
害
救
済
制
度

新
入
学
児
童
へ
の

ラ
ン
ド
セ
ル
の
贈

呈
は
、
保
護
者
の
金
銭
的

負
担
の
軽
減
や
同
じ
ラ
ン

ド
セ
ル
を
使
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
差
別
や
い
じ

め
対
策
に
な
り
大
変
よ
ろ

こ
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

時
代
の
経
過
と
と
も
に
進

化
し
、
色
や
形
も
変
化
し

て
い
る
。
他
市
町
村
の
色

の
選
択
、
贈
呈
状
況
、
重

さ
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
ラ
ン

ド
セ
ル
の
贈
呈
状

況
は
15
市
町
村
で
、
色
を

選
択
で
き
る
の
は
８
市
町

村
で
す
。
男
女
別
に
指
定

し
て
い
る
市
町
村
で
も
、

色
の
選
択
を
で
き
る
よ
う

な
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

市
と
し
て
も
選
択
で
き
る

方
式
の
検
討
を
し
て
い
き

ま
す
。
又
ラ
ン
ド
セ
ル
の

重
さ
な
ど
を
配
慮
し
、
家

庭
で
学
習
し
な
い
用
具
に

つ
い
て
は
、
学
校
に
置
く

こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
管

理
に
つ
い
て

公
立
小
中
学
校
で

使
用
さ
れ
て
い
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
、
小

中
学
校
で
の
不
正
ア
ク
セ

ス
の
有
無
、
低
学
年
児
童

の
パ
ス
ワ
ー
ド
の
管
理
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
昨
年
度

よ
り
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
た
授
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
外
部
か

ら
の
不
正
ア
ク
セ
ス
は
あ

り
ま
せ
ん
。
パ
ス
ワ
ー
ド

の
管
理
は
教
育
委
員
会
が

行
っ
て
お
り
、
他
人
の
も

の
を
推
測
す
る
こ
と
は
不

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
道
西
小
塙
～
真

岡
線
の
整
備
に
つ

い
て

こ
の
道
路
は
通
勤

や
輸
送
用
ト
ラ
ッ

ク
等
の
往
来
が
激
し
い
路

線
で
、
小
中
学
校
へ
の
通

学
路
に
な
っ
て
お
り
、
沿

線
の
行
政
区
で
も
こ
の
道

路
の
整
備
に
高
い
関
心
を

も
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
整

備
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
部
長　
県
境

や
南
飯
田
小
学
校

付
近
や
西
小
塙
地
区
等
の

未
整
備
区
間
が
あ
る
た
め
、

円
滑
な
交
通
に
支
障
を
来

し
て
お
り
、
児
童
生
徒
の

安
全
確
保
が
出
来
な
い
状

況
で
す
。

　

未
整
備
区
間
の
整
備
を

県
に
要
望
し
た
結
果
、
今

年
度
内
に
門
毛
地
区
の
道

路
改
良
調
査
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

県
に
要
望
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

新
入
学
児
童
の

ラ
ン
ド
セ
ル
に
つ
い
て
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昨
年
の
３
月
の
議

会
で
も
質
問
し
た

定
住
促
進
助
成
金
の
拡
充

に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
動

向
を
伺
う
。
例
え
ば
、
大

和
駅
北
地
区
の
よ
う
な
新

市
街
地
を
対
象
に
し
て
、

政
策
的
に
居
住
を
誘
導
す

る
た
め
、
市
内
外
か
ら
の

住
み
替
え
に
助
成
金
を
出

す
よ
う
な
施
策
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
現
状
で
実
施
し
て
い
る

定
住
促
進
助
成
金
の
実
績

で
も
、
平
成
27
年
度
か
ら

の
4
年
間
で
、
３
３
１
人

の
転
入
者
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
子
供
は
1
３
５
人
と

な
っ
て
い
る
。
現
在
、
市

で
産
ま
れ
て
い
る
子
供
が

定
住
促
進
の

�

支
援
に
つ
い
て

軽部　徹 議員

年
間
約
１
５
０
人
な
の
で
、

定
住
促
進
助
成
金
は
、
市

が
直
面
し
て
い
る
人
口
減

少
に
対
し
、
大
き
な
効
果

の
あ
る
施
策
だ
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
定
住
促
進
助

成
金
の
拡
充
を
す
る
た
め

に
は
財
源
が
必
要
に
な
る
。

そ
れ
に
、
合
併
特
例
債
の

ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金
を

活
用
す
る
こ
と
が
可
能
か
。

そ
の
場
合
、
市
の
一
般
財

源
は
、
事
業
費
に
対
し
て
、

ど
の
ぐ
ら
い
の
割
合
に
な

る
の
か
に
つ
い
て
も
、
伺

う
。

建
設
部
長　
定
住

促
進
助
成
金
の
実

績
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
、
若
干
の
増

加
傾
向
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
拡
充
に
関
し
て
は
、

現
在
活
用
し
て
い
る
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
の

補
助
率
が
減
少
し
た
こ
と

※
を
考
慮
し
、
現
状
維
持

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

総
務
部
長　
ま
ち

づ
く
り
振
興
基
金

を
、
ご
提
案
の
よ
う
な
施

策
に
活
用
す
る
の
は
、
制

度
的
に
は
可
能
で
す
。
財

源
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ

く
り
振
興
基
金
と
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
を
活

用
し
た
と
仮
定
す
る
と
、

事
業
費
に
対
し
、
約
2
割

程
度
が
一
般
財
源(

補
助

率
約
80
％)

に
な
る
と
見

込
ま
れ
ま
す
。

市
長　
市
の
人
口

減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
大
変
よ
い
施
策
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
財
源

が
あ
っ
て
補
助
金
も
入
っ

て
進
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
前
向
き
に
、
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

※
令
和
2
年
度
39
％
か
ら

令
和
3
年
度
以
降
は
19
％

以
内
へ
減
少

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
イ
ノ
シ
シ
猟
師
の
現
状
と

待
遇
に
つ
い
て

萩原剛志 議員

桜
川
市
と
し
て

「
お
試
し
移
住
」

を
積
極
的
に
取
り
組
む
考

え
が
あ
る
か
。

建
設
部
長　
当
市

で
は
、
現
在
、
制

度
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

茨
城
県
内
で
は
６
市
町
が

そ
れ
に
類
す
る
事
業
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

桜
川
市
で
実
施
す
る

場
合
は
、「
お
試
し
移
住
」

事
業
の
た
め
の
予
算
確
保

や
、
物
件
の
調
査
な
ど
も

必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

今
後
、
県
内
市
町
村
の

動
向
を
見
な
が
ら
、
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

自
治
体
が
全
額
負

担
し
て
実
施
す
る

場
合
も
あ
る
が
、
関
係
人

口
※
を
意
識
し
、
民
間
の

協
力
を
得
て
実
施
す
る
自

治
体
も
あ
る
。

　
例
え
ば
、
鹿
児
島
県
日

置
市
は
移
住
促
進
を
目
的

に
、
空
き
家
に
な
っ
て
い

る
古
民
家
や
武
家
屋
敷

な
ど
を
市
が
借
り
上
げ
リ

フ
ォ
ー
ム
し
、
希
望
者
に

貸
し
出
す
と
い
っ
た
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。
運
営

は
、
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

や
、
住
民
な
ど
で
つ
く
る

任
意
団
体
に
委
託
し
て
い

る
。

　

様
々
な
手
法
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
桜
川
市
に

合
っ
た
「
お
試
し
移
住
」

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
が
、
市
の
見

解
を
伺
う
。

建
設
部
長　
関
係

人
口
の
創
出
と
拡

大
は
、
他
地
域
か
ら
移
住

さ
れ
る
方
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
有
効
な
手

段
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
関
わ

る
こ
と
で
、
地
域
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
関

係
人
口
と
な
り
、
本
格
的

な
移
住
へ
一
歩
進
む
と
思

慮
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
居
住

可
能
な
空
き
家
の
情
報
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
関
係

人
口
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

を
意
識
し
、「
お
試
し
移

住
」
の
仕
組
み
づ
く
り
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
関
係
人
口
と
は
、
移
住

し
た
定
住
人
口
や
、
観
光

に
来
た
交
流
人
口
で
も
な

い
、
地
域
と
多
様
に
関
わ

る
人
々

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て

・
市
内
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ

い
て

人
口
減
少
に
伴
う

�

移
住
対
策
に
つ
い
て
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こ
の
問
題
は
、
先

の
市
長
選
の
争
点

の
一
つ
で
、
申
請
内
容
が

二
転
三
転
、
計
画
が
不
透

明
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
実

現
性
が
疑
わ
し
い
。

　
こ
の
林
地
開
発
の
目
的

は
何
か
。
市
の
対
応
と
方

針
に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
部
長　
令
和

2
年
7
月
に
出
さ

れ
た
森
林
伐
採
届
は
、「
畑

作
農
地
（
イ
チ
ゴ
栽
培
）

及
び
進
入
路
」
と
の
内
容

で
す
。
し
か
し
そ
の
後
、

届
出
の
ほ
ぼ
二
倍
の
森
林

が
伐
採
さ
れ
た
為
、
面
積

の
帳
尻
合
わ
せ
で
な
く
、

正
確
な
全
体
計
画
を
示
す

よ
う
、
再
三
再
四
指
導
し

農
業
用
水
た
め
池
の

�
揚
水
機
修
繕
に
つ
い
て

林　悦子 議員

中田拓也 議員

て
い
る
が
、
ま
だ
提
出
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
後
の
開
発
予
定
地
は
、

国
定
公
園
内
で
あ
り
、
県

知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

そ
れ
ま
で
、
新
た
な
伐
採

届
は
受
理
せ
ず
、
仮
に
許

可
さ
れ
て
も
、
慎
重
に
対

応
し
て
い
く
方
針
で
す
。

建
設
部
長　
畑
作

予
定
地
ま
で
は
、

進
入
路
（
伐
採
し
た
私
有

地
）
と
市
道
を
併
用
し
ま

す
。
し
か
し
、
残
土
条
例

手
続
き
も
な
さ
れ
な
い
ま

ま
、
進
入
路
に
レ
キ
を
敷

き
詰
め
た
為
、
昨
年
10
月
、

文
書
で
砕
石
撤
去
を
指
示

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
道
使
用
に
必

要
な
『
工
事
承
認
申
請
』

は
、
受
理
し
な
い
旨
、
伝

え
ま
し
た
。

　

改
善
し
な
い
場
合
は
、

強
制
力
の
あ
る
撤
去
命
令
、

行
政
代
執
行
と
、
段
階
を

経
て
い
き
ま
す
。

市
民
生
活
部
長　

新
た
に
設
置
し
た

環
境
保
全
対
策
会
議
、
本

年
4
月
に
新
設
す
る
対
策

室
な
ど
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
監
視
活
動
、
抑
制

体
制
を
徹
底
し
ま
す
。

こ
の
事
例
は
、
疑

わ
し
き
開
発
行
為

の
典
型
だ
と
感
じ
る
。
桜

川
市
の
面
積
の
殆
ん
ど
は

入
り
易
い
低
い
山
々
だ
。

不
法
投
棄
や
、
違
法
な
残

土
持
ち
込
み
に
は
、
厳
し

い
対
応
が
必
要
だ
。

　
現
制
度
で
は
、
対
応
が

不
十
分
。
法
律
を
補
完
す

る
、
独
自
の
条
例
制
定
が

必
要
で
は
な
い
か
。
最
後

に
、
市
長
の
姿
勢
を
伺
う
。

市
長　
一
連
の
業

者
の
行
動
に
、
強

い
不
信
感
を
抱
い
て
お
り
、

『
桜
川
市
に
は
残
土
条
例

が
あ
る
』
旨
、
現
地
に
看

板
を
設
置
さ
せ
ま
し
た
。

訴
訟
も
辞
さ
ず
、
毅
然
と

し
た
対
応
を
す
る
よ
う
、

指
示
し
ま
し
た
。

多
額
の
更
新
費
用

に
対
し
て
予
算
が

僅
か
し
か
な
く
、
追
加
確

保
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
措
置
は
ど
の
よ
う

に
行
う
方
針
か
伺
い
ま
す
。

経
済
部
長　
市
内

の
土
地
改
良
区
や

水
利
組
合
等
が
施
工
す
る

修
繕
経
費
に
対
し
、
規
程

に
基
づ
き
、
農
業
基
盤
改

修
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

　

ポ
ン
プ
設
備
等
の
標
準

耐
用
年
数
は
20
年
で
す

が
、
施
設
の
多
く
は
40
年

以
上
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
修
繕
は
高
額
で
、

水
利
組
合
等
の
自
己
資

金
だ
け
で
は
難
し
い
た
め
、

補
助
金
の
要
望
や
相
談
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
財
政
部
門
と
協

議
し
つ
つ
、
予
算
措
置
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
市
の
補
助
金
で
対
応

が
困
難
な
事
案
が
生
じ
た

際
は
、
県
補
助
事
業
を
活

用
し
て
対
応
し
て
い
き
ま

す
。新

図
書
館
運
営
に

つ
い
て維

持
管
理
費
用
を

抑
え
つ
つ
、
利
用

者
を
増
や
す
工
夫
や
、
地

元
の
雇
用
維
持
対
策
、
利

用
者
拡
大
の
手
法
、
ま
た

蔵
書
、
及
び
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
機
能
に
つ
い
て
の
構
想

を
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　
建
設

・
維
持
管
理
コ
ス

ト
削
減
の
為
、
図
書
館
、

公
民
館
、
支
所
機
能
を
併

せ
た
、
複
合
施
設
と
し
て

整
備
す
る
方
針
で
す
。
基

本
構
想
に
お
い
て
、
快
適

な
読
書
、
学
習
空
間
の
実

現
の
た
め
、
飲
食
可
能
ス

ペ
ー
ス
の
設
置
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
優
良
事
例
や
導

入
企
業
の
調
査
等
を
行
い
、

管
理
運
営
手
法
を
検
討
し

ま
す
。

　

蔵
書
数
は
、
電
子
図
書

館
等
の
代
替
機
能
に
よ
り
、

同
規
模
の
他
自
治
体
と
同

等
の
、
10
万
冊
程
度
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
図
書

館
法
で
必
要
と
認
め
る
職

員
と
し
て
、
司
書
及
び
司

書
補
の
確
保
、
資
質
・
能

力
の
向
上
に
留
意
し
、
高

度
か
つ
専
門
的
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
管
理
運

営
体
制
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

友
部
地
区
林
地
開
発

�

経
過
と
問
題
点

複合施設構想図
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議会広報特別委員会
委員長  菊池伸浩　　副委員長  武井久司
委　 員  林　悦子・谷田部由則
　　　　 飯島洋省・軽部　徹

発行責任者　議　 長 　小高　友徳

次の定例会は

 ３月 1日（火）
10時開会予定です。
議会の傍聴については、感染
症対策を実施しております。
詳細は、ホームページでお知
らせします。

さ
く
ら
が
わ
市
議
会
だ
よ
り 

66
号

２
０
２
２
年（
令
和
４
年
）２
月
１
日
発
行

　全世界を揺るがしている
「新型コロナウイルス」が、
デルタ株で終息するのかと安
心したのもつかの間、オミク
ロン株の感染が見つかり、世
界各地で感染が拡大していま
す。
　国内でもオミクロン株によ
る感染拡大の第6波が押し寄
せています。ワクチン効果は
でてきていますが、闘いはま

だまだ続きそうです。マスク・
手洗い・消毒や換気などの基
本的な感染症対策も気を抜け
ない日々が続いております。
　議会としても、イベントの
開催方法の検討や市民の皆
様の健康で安心な生活のため
に、より一層頑張って行く所
存でございます。今後ともよ
ろしくお願いします。
� 武井　久司

鈴木 眞美子さん
桜川市長方

麹麹こ
う
じ

こ
う
じの

力
の
力

11 月
	 2 日	 文教厚生常任委員会・議会運営委員

会・議会全員協議会・第２回臨
時会

	12日	 筑西広域市町村圏事務組合議会運営
委員会

	16日	 筑西広域市町村圏事務組合第2回
定例会

	22日	 総務常任委員会
	24日	 議会運営委員会・議会全員協議会・

第3回臨時会
	29日	 文教厚生常任委員会

　12 月
	 １日	 総務常任委員会・建設経済常任委員

会
	 ２日	 議会運営委員会・議会全員協議

会
7〜10日　第４回定例会
	10日	 議会広報特別委員会

    1 月
	14 日	 議会広報特別委員会
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